
空き家にしないためには

【相談窓口】
空き家の利活用について 鶴岡市役所都市計画課 0235-35-1315

ＮＰＯ法人 つるおかランド・バンク 0235-64-1567
空き家の適正管理について 鶴岡市役所建築課 0235-35-1247

どのように次世代に引き継ぐか考えておきましょう。

○親が元気なうちに話し合って方針を決めましょう

○現在の登記を確認しましょう

○困ったときは専門家に相談しましょう

今は空き家でなくても、親の施設への入居などをきっかけに、
実家が空き家になってしまう可能性が十分に考えられます。
今後、「誰が住むのか」「売るのか貸すのか」「解体するのか」

など、家族で事前に話し合っておくことが大切です。

土地や建物の所有権については、不動産登記の義務付けがなかっ
たため、従前所有者の名義のままになっていることがあります。

所有権が証明できなければ、適切な相続や活用ができなくな
ります。
不動産登記の名義を確認し、現在の所有者になっているか確認

しましょう。

不動産登記の確認や相続税の計算、相続人の権利関係については、

専門的な知見が必要です。それぞれの悩みに応じて、法務局、税
理士、弁護士、司法書士などの専門家に相談しましょう。

「古い家　イラスト　無料」の画像検索結果

（令和７年７月建築課作成）
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